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令和３年９月２２日（水曜日）決算特別委員会 

 

○出席委員（１４名） 

   ２番  太  田  陽  子  委員     ３番  鈴  木  み ゆ き  委員 

   ４番  安 孫 子  義  徳  委員     ５番  月  光  裕  晶  委員 

   ６番  後  藤  健 一 郎  委員     ７番  渡  邉  賢  一  委員 

   ８番  古  沢  清  志  委員     ９番  佐  藤  耕  治  委員 

  １０番  太  田  芳  彦  委員    １１番  阿  部     清  委員 

  １３番  荒  木  春  吉  委員    １４番  柏  倉  信  一  委員 

  １５番  木  村  寿 太 郎  委員    １６番  伊  藤  正  彦  委員 

○欠席委員（なし） 

○遅刻委員（なし） 

○早退委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  菅 原 隆 平  副 市 長 

軽 部   賢  教 育 長  久保田 洋 子  病院事業管理者 

設 楽 伸 子  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 武 田 伸 一  企画創成課長 

大 沼 利 子  財 政 課 長  伊 藤   孝  上下水道課長 

柏 倉 信 一  
会 計 管 理 者 
（兼）会計課長  小 林 弘 之  病 院 事 務 長 

佐 藤   肇  学校教育課長  船 田 孝 夫  監 査 委 員 

沖 津 一 博  監 査 委 員  木 村 幸 一  
監 査 委 員 
事 務 局 長 

○事務局職員出席者 

高 林 雅 彦  事 務 局 長  東海林 茂 美  総 務 主 幹 

兼 子 拓 也  総 務 係 主 任  古 谷 駿 幸  総 務 係 主 事 
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   決算特別委員会議事日程第２号  第３回定例会 

   令和３年９月２２日（水）    午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 認第 １号 令和２年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ２ 認第 ２号 令和２年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ３ 認第 ３号 令和２年度寒河江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ４ 認第 ４号 令和２年度寒河江市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ５ 認第 ５号 令和２年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定に 

            ついて 

 〃  ６ 認第 ６号 令和２年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認 

            定について 

 〃  ７ 認第 ７号 令和２年度寒河江市立病院事業会計決算の認定について 

 〃  ８ 議第４３号 令和２年度寒河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 〃  ９ 議第４４号 令和２年度寒河江市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 〃 １０ 分科会審査の経過並びに結果報告 

      （１）総務産業分科会委員長報告 

      （２）厚生文教分科会委員長報告 

 〃 １１ 質疑・討論・採決 

   閉  会  

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第２号に同じ 

 

   日程の追加 

   寒河江市議会決算特別委員会委員長辞任の件 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○古沢清志委員長 おはようございます。 

  ただいまから決算特別委員会を再開いたしま

す。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○古沢清志委員長 日程第１、認第１号令和２年

度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てから日程第９、議第44号令和２年度寒河江市
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下水道事業会計利益の処分及び決算の認定につ

いてまでの９案件を一括議題といたします。 

 

分科会審査の経過並びに結果報告 

 

○古沢清志委員長 日程第10、分科会審査の経過

並びに結果報告であります。 

 

総務産業分科会委員長報告 

 

○古沢清志委員長 初めに、総務産業分科会委員

長報告を求めます。後藤総務産業分科会委員長。 

  〔後藤健一郎総務産業分科会委員長 登壇〕 

○後藤健一郎総務産業分科会委員長 総務産業分

科会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本分科会は９月10日、委員６名出席し、開会

いたしました。 

  分担付託されました案件は、認第１号中歳入

全部、歳出第１款、歳出第２款の一部、歳出第

３款の一部、歳出第５款から歳出第９款まで及

び歳出第11款から歳出第13款まで並びに認第６

号、議第43号及び議第44号であります。 

  審査に入る前に、審査の都合上、認第１号に

ついては、初めに歳入全部の審査を行い、次に

歳出第１款、歳出第２款の一部、歳出第３款の

一部、歳出第９款、歳出第５款、歳出第７款、

歳出第６款、歳出第11款、歳出第８款、歳出第

12款、歳出第13款の順で審査を行うこととし、

その後、認第６号、議第43号、議第44号の順で

審査することを諮り、異議なく了承され、その

ように審査することに決しました。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、認第１号令和２年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の認定について中、歳入全部を

議題とし、当局の説明を求め、質疑に入りまし

た。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「個人市民税の収入未済額が増え、

不納欠損額も450万円以上と非常に多くなって

いる。コロナ禍の影響もあると思われるが、そ

の要因をどう把握しているのか」との問いがあ

り、当局より「収入未済額の増加の主な要因は、

新型コロナの影響による徴収猶予です。不納欠

損額増加の要因としては、生活困窮のため執行

停止をかけましたが、３年間、生活が変わらな

いため不納欠損となったケースなどが挙げられ

ます。そのほか従来からの事業不振によるもの

や、新型コロナの影響による事業経営悪化も重

なったことが要因になっているものもありま

す」との答弁がありました。 

  委員より「新型コロナの影響は多くの市民に

あったはずだ。様々な事情も分かるが、多くの

市民が納得いくように滞納処分も必要だ。差押

えなどの金額や件数はどのようになっているの

か」との問いがあり、当局より「令和２年度の

実績は債権が37件、金額にして433万円になっ

ております」との答弁がありました。 

  委員より「新型コロナ対策について、事業費

は総額約60億円とのことだったが、国及び県か

らの交付金、補助金などは総額どれぐらいにな

ったのか」との問いがあり、当局より「国及び

県からの交付金、補助金などについては56億

2,200万円ほどで、残りの約３億5,000万円ほど

が市の一般財源を充当しております。この部分

については財政調整基金を充てております」と

の答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第１款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑も

なく、討論を終結し、採決の結果、賛成多数を

もって原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第２款の一部を議題と

し、当局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 
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  委員より「令和２年４月から代表監査委員が

常勤から非常勤になり報酬も激減したが、定例

監査資料などを見る限り、仕事量は変わらない

のではないかと推察する。今後、体制強化が必

要ではないか」との問いがあり、当局より「代

表監査委員には業務対応が必要な日に登庁して

執務に当たっていただき、議選の監査委員と合

わせて２名体制で調整しています。これまでの

監査上、特に支障が生じる場面はありませんで

したが、効率的な監査の在り方などについて引

き続き検討を重ねていきたいと考えています」

との答弁がありました。 

  委員より「コンビニエンスストアでの収納が

増えていると聞いているが、どれぐらいの割合、

金額か。またトラブルなどは報告されている

か」との問いがあり、当局より「収納全体の総

数は21万件ほどで、そのうちコンビニエンスス

トアは約４万1,000件で、割合は19.5％となっ

ております。現時点でトラブルは報告されてお

りません」との答弁がありました。 

  委員より「ふるさと納税が全国的に急増して

いる。ポータルサイト利用料も上昇傾向なの

か」との問いがあり、当局より「昨年度は５社

と契約し、今年度は経費などの関係から１社を

除き４社と契約しています。年々、全国的にも

ふるさと納税の利用が増え、その分、ポータル

サイトの手間も増えていることから手数料が増

えることも想定していかなければいけませんが、

現時点では示されておりません」との答弁があ

りました。 

  委員より「情報化推進事業費約1,852万円に

ついては、市職員が使用するパソコン関係の費

用とのことだが、市職員のテレワークはどの程

度推進できたのか」との問いがあり、当局より

「昨年度の新型コロナ感染拡大を受けてテレワ

ークなどの様々な検討を行ってまいりました。

業務上、自宅から庁内システムにアクセスが必

要となりますが、昨年度はその対応ができず、

ネットワークにアクセスしなくても業務を行え

る方のみテレワークを行った事例があります。

テレワークは国を挙げて推奨しておりますので、

今後も検討してまいりたいと考えております」

との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第３款の一部を議題と

し、当局の説明を求め、質疑に入りましたが、

質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成

多数をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第９款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「災害対策の備蓄品として液体ミル

クと使い捨て哺乳瓶及びフロアに敷くマットと

パーティションはどれぐらい購入したのか」と

の問いがあり、当局より「液体ミルクと使い捨

て哺乳瓶は240本、防災用マットは300枚、パー

ティションは418個購入しました」との答弁が

ありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第５款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑も

なく、討論を終結し、採決の結果、賛成多数を

もって原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第７款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑も

なく、討論を終結し、採決の結果、賛成多数を

もって原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第６款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「中山間地域等直接支払交付金の具

体的な対象地域は」との問いがあり、当局より、

「昨年度は谷沢地区、上野地区、田代地区、幸

生地区、熊野石田地区、平塩地区の合計６組織
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に対して交付しました」との答弁がありました。 

  委員より「農畜産物ブランド緊急応援事業で

は、新型コロナ対策として自粛した観光農園の

さくらんぼもぎ取り作業に係る人件費の補助な

どを行い、苦しい農家の方の一助となったこと

と思う。一方、同様に救済の意味も込められた

観光農園のさくらんぼ送付についてはクレーム

が相次ぎ、農家の方は意気消沈し、憤慨してい

る方も多いとお聞きしている。出荷管理の体制

などに問題があったと考えるが、例えばこの緊

急応援事業の一環などとしてできることはなか

ったか」との問いがあり、当局より「その件に

ついては市場用のさくらんぼに準じた規格に対

応するものを出荷していただくようお願いして

いたと認識しています。また、周年観光農業推

進協議会を対象にした事業であったため、ＪＡ

に管理体制を構築していただくようお願いして

おく必要があったと思っております」との答弁

がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第11款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りましたが、御報告

する質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、

賛成多数をもって原案を了とすることに決しま

した。 

  次に、認第１号中歳出第８款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りましたが、御報告

する質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、

賛成多数をもって原案を了とすることに決しま

した。 

  次に、認第１号中歳出第12款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑も

なく、討論を終結し、採決の結果、賛成多数を

もって原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第13款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑も

なく、討論を終結し、採決の結果、賛成多数を

もって原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第６号令和２年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認

定についてを議題とし、当局の説明を求め、質

疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終結し、

採決の結果、賛成多数をもって原案を了とする

ことに決しました。 

  次に、議第43号令和２年度寒河江市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定についてを議題

とし、当局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「令和２年度において水道管の耐震

措置はどの程度進み、今後何年ぐらいをめどに

進めていくのか」との問いがあり、当局より

「令和２年度で25.8％となっており、現在のと

ころ、令和７年度で32％という目標を掲げて進

めております」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第44号令和２年度寒河江市下水道事

業会計利益の処分及び決算の認定についてを議

題とし、当局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「地方公営企業法での初年度決算が

原因と思われるが、下水道使用料の未収金が非

常に大きな数字になっている。実質的な数字で

見ても年々増えており、市民から不公平感が出

ないようしっかりと対応しなくてはならないと

思うが、どのような対策を講じているのか」と

の問いがあり、当局より「未納者に対しては定

期的に督促状を送付しており、夏と冬に強化月

間を設け、給水停止措置の実施も併せながら納

入を促すような指導を行っております」との答

弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  以上で、総務産業分科会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 
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厚生文教分科会委員長報告 

 

○古沢清志委員長 次に、厚生文教分科会委員長

報告を求めます。鈴木厚生文教分科会委員長。 

  〔鈴木みゆき厚生文教分科会委員長 登壇〕 

〇鈴木みゆき厚生文教分科会委員長 厚生文教分

科会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本分科会は９月13日及び14日、委員全員出席

し、開会いたしました。 

  分担付託されました案件は、認第１号中歳出

第２款の一部、歳出第３款の一部、歳出第４款

及び歳出第10款、並びに認第２号から認第５号

まで並びに認第７号であります。 

  審査に入る前に、審査の都合上、初めに認第

７号の審査を行い、次に認第１号中歳出第４款、

歳出第２款の一部、歳出第３款の一部、歳出第

10款、その後認第２号、認第３号、認第４号、

認第５号の順に審査を行うことを諮り、異議な

く了承されました。 

  初めに、認第７号令和２年度寒河江市立病院

事業会計決算の認定についてを議題とし、当局

の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「国から新型コロナウイルス感染症

対応従事者に対し慰労金が出ているが、そのほ

かに手当などは出しているのか」との問いがあ

り、当局より「防疫等作業手当として医師、看

護師、医療技術員が特別外来に従事した際に、

１日当たり3,000円を支給しています」との答

弁がありました。 

  委員より「医業収益については前年度比で

104％と増加しているが、全体として新型コロ

ナウイルス感染症の影響はあったのか」との問

いがあり、当局より「４月、５月の入院、外来

患者数がともに前年同月比で大きく減少し、最

終的に入院患者数は増となったものの、外来患

者数については減となるなど、全体として新型

コロナウイルス感染症の影響はありましたが、

収益については必要に応じて療養病床からより

ニーズの高い地域包括医療ケア病床へ変更する

など、入院収益の確保に努めた結果、前年度比

増となったところです」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号令和２年度寒河江市一般会計

歳入歳出決算の認定について中歳出第４款を議

題とし、当局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「妊婦健康診査事業について、子宮

頸がんワクチン定期接種については、対象とな

る市民へ個別送付による情報提供を実施するよ

う令和２年に厚生労働省より通知があったと思

うが、その後、接種を受ける方は増えているの

か。また、接種は市立病院で受けられるのか」

との問いがあり、当局より「接種を受ける方の

件数については、平成30年度はゼロ件、令和元

年度は24件、令和２年度は94件と徐々に増えて

います。市立病院で接種を受けることはできま

せん。接種が可能な医療機関は決まっており、

希望者はそちらの医療機関で受けていただくこ

ととなります」との答弁がありました。 

  委員より「母子歯科保健事業について、妊婦

歯科健康診査受診者数が78名ということで、対

象となる妊婦268名に対し、受診者数が少ない

と思うが、どのように御案内をしているのか」

との問いがあり、当局より「母子健康手帳交付

時に御案内をしています。受診券は市内の医療

機関でのみ使用可能であり、市外の医療機関を

受診される方については受診券を御使用いただ

けないため、対象者に対し実績が少なくなって

おります」との答弁がありました。 

  委員より「市民浴場管理運営事業について、

入浴者数が新型コロナウイルス感染症の影響で

減少したとのことだが実績は」との問いがあり、



 - 131 - 

当局より「令和元年度は21万6,617人で、令和

２年度は15万9,981人となり、５万6,636人の減

となっています」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第２款の一部を議題と

し、当局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「交通安全対策事業について、令和

２年度に設置したカーブミラー17基のうち、６

基は寒河江西村山農協様からの御寄附であり、

残りの11基が市単独で設置したものだと思うが、

市が設置している部分について令和元年度は何

基設置したのか。また、地域からの要望どおり

の数を設置できているのか」との問いがあり、

当局より「令和元年度は合計９基設置し、その

うち３基が市単独で設置しました。おおよそ地

域からの要望どおりの数を設置できている状況

です」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第３款の一部を議題と

し、当局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「ふれあい配食サービス事業の前年

度と今年度の実績は」との問いがあり、当局よ

り「実績については令和元年度が登録者数164

名、配食回数が138回、延べ配食数が１万1,154

食で、令和２年度が登録者数188名、配食回数

147回、延べ配食数が１万1,890食となっており、

利用者数は増加しております」との答弁があり

ました。 

  委員より「災害救助事業について、東日本大

震災により避難してきたこの事業の対象となる

方の昨年度と今年度の人数は」との問いがあり、

当局より「令和元年度は小学生が７名、中学生

が６名の計13名となっており、令和２年度は小

学生が１名、中学生が３名の計４名です」との

答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第10款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「さがえっこライフデザインセミナ

ー事業について、前年度比で報償費が減少して

いることから実施回数も減少しているのだと思

うが、前年度に比較して何回程度減少したのか。

また、これは新型コロナウイルス感染症の影響

なのか」との問いがあり、当局より「実施回数

については、令和元年度が30回、令和２年度が

38回で８回増加しております。令和元年度は関

東から講師を招聘したこと等により、より多く

の費用が発生しました。子供たちの郷土愛を育

む大事なセミナーですので、今後も学校に定着

させ、将来、郷土を担っていく子供たちの力の

育成に尽力していきたいと考えております」と

の答弁がありました。 

  委員より「社会教育活動事業について、コミ

ュニティ活動育成補助金は神輿の修繕にも使用

可能とのことだが、上限額はあるのか」との問

いがあり、当局より「購入後、10年を経過した

祭り神輿修繕で経費総額が50万円を超えるもの

に対し、経費の２分の１以内で限度額を100万

円として助成しております」との答弁がありま

した。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第２号令和２年度寒河江市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算の認定についてを議

題とし、当局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「一般被保険者高額療養費の決算額

は約３億2,500万円であるが、これは何件給付

したのか」との問いがあり、当局より「令和２

年度は5,500件給付しております」との答弁が
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ありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第３号令和２年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算の認定についてを

議題とし、当局の説明を求め、質疑に入りまし

たが、質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、

賛成多数をもって原案を了とすることに決しま

した。 

  次に、認第４号令和２年度寒河江市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題と

し、当局の説明を求め、質疑に入りましたが、

質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成

多数をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第５号令和２年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてを議題とし、当局の説明を求め、質疑に

入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「審査会は年間で何回程度開催され

ているのか、また定期審査はあるのか」との問

いがあり、当局より「令和２年度は新型コロナ

ウイルス感染症などの影響で、当初の予定より

56回少ない121回開催されました。審査会は毎

週水曜日と木曜日に開催され、年間のスケジュ

ールが定まっております」との答弁がありまし

た。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  以上で、厚生文教分科会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○古沢清志委員長 日程第11、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  初めに、総務産業分科会委員長報告に対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、厚生文教分科会委員長報告に対する質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  初めに、認第１号令和２年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の認定について、認第２号令和

２年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出

決算の認定について、認第３号令和２年度寒河

江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認

定について、認第４号令和２年度寒河江市介護

保険特別会計歳入歳出決算の認定について、認

第５号令和２年度寒河江市介護認定審査会共同

設置特別会計歳入歳出決算の認定について、認

第６号令和２年度寒河江市財産区特別会計（高

松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認定について

及び認第７号令和２年度寒河江市立病院事業会

計決算の認定についての７案件を一括して採決

いたします。 

  ただいまの７案件に対する各分科会委員長報

告は、いずれも原案を了とするものであります。 

  ７案件は、各分科会委員長報告のとおり決す

ることに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

  御異議なしと認めます。 

  よって、認第１号、認第２号、認第３号、認

第４号、認第５号、認第６号及び認第７号の７

案件は、原案のとおり認定すべきものと決しま

した。 

  次に、議第43号令和２年度寒河江市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定について及び議

第44号令和２年度寒河江市下水道事業会計利益

の処分及び決算の認定についての２案件を一括

して採決いたします。 
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  ただいまの２案件に対する分科会委員長報告

はいずれも原案を了とするものであります。 

  ２案件は分科会委員長報告のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第43号及び議第44号は原案のとお

り可決及び認定すべきものと決しました。 

  この際、暫時休憩いたします。 

 休 憩 午前１０時０５分  

 再 開 午前１０時１５分  

○月光裕晶副委員長 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 

日 程 の 追 加 

 

○月光裕晶副委員長 先ほど古沢清志委員長から

委員長の辞任願が提出されましたので、私が委

員長の職務を代行いたします。 

  お諮りいたします。 

  この際、寒河江市議会決算特別委員会委員長

辞任の件を日程に追加し、議題とすることに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、寒河江市議会決算特別委員会委員長

辞任の件を日程に追加し、議題といたします。 

 

寒河江市議会決算特別委員会 

委員長辞任の件 

 

○月光裕晶副委員長 この際、地方自治法第117

条の規定により、古沢清志委員の退席を求めま

す。 

   〔古沢清志委員 退席〕 

○月光裕晶副委員長 それでは、提出されました

辞任願を事務局長から朗読をお願いいたします。 

○高林雅彦議会事務局長 朗読いたします。 

  辞任願。今般、都合により決算特別委員会委

員長を辞任したいので、許可されるよう願い出

ます。令和３年９月22日。寒河江市議会決算特

別委員会副委員長月光裕晶殿。寒河江市議会決

算特別委員会委員長古沢清志。 

  以上でございます。 

○月光裕晶副委員長 お諮りいたします。 

  古沢清志委員の委員長辞任を許可することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、古沢清志委員の委員長辞任を許可す

ることに決しました。 

  古沢清志委員の着席を求めます。 

   〔古沢清志委員 着席〕 

 

   閉    会    午前１０時１８分 

 

○月光裕晶副委員長 以上をもって決算特別委員

会を閉会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

 

 以上会議の結果を記載し、相違ないことを証す

るために署名する。 

 

決算特別委員会臨時委員長  木 村 寿太郎 

 

決算特別委員会委員長  古 沢 清 志 

 

決算特別委員会副委員長  月 光 裕 晶 
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